
１１月定例教育委員会 会議録 

 

 

１  開 催 日  平成 25 年 11 月７日(木) 

 

２  開 催 場 所  教育委員室 

 

３  出席した委員  神吉委員長、吉田委員、桃田委員、森委員、 

石堂教育長 

 

４  出席した職員  松尾教育指導部長 

大西教育総務部次長、諏訪教育指導部次長、 

小林教育総務課長、西田学務課長、 

坂根社会教育・スポーツ振興課長、  

日浦学校教育課長、森山青少年育成課長、 

石川教育研究所長、中塚教育総務課副課長 

 

５  傍   聴   者  なし 

 

６  議事の要旨 

○  開   会   午後２時 00 分 

 

○ 会議録署名委員指名のこと 

      神吉委員長、吉田委員に決定 

 

○  10 月定例教育委員会会議録報告承認のこと 

（事務局より会議録朗読報告） 

承  認 

 

○ 会議公開の可否決定のこと 

全ての議事を公開することに決定 

 

（専決報告） 

１ 加古川市社会教育推進員の解職及び委嘱について 

（教育指導部次長より説明） 

承  認 

 

委  員： 社会教育推進員の活動活性化について先月の教育委員会で



述べたが、地域ぐるみの挨拶運動を例に挙げたい。 

学校で子どもや保護者が挨拶運動を行っているが、自校の

子どもには積極的に挨拶をしているものの、地域住民や通行

人への挨拶がない。また、通行している大人も子どもたちへ

挨拶をしない。地域住民がお互いに挨拶ができるような環境

をつくることができないだろうか。 

大津市では地域の人への挨拶も積極的に行っている。社会

教育推進員にも、挨拶運動への協力や PR のお手伝いをしても

らえれば、と思う。 

 

委  員： 私も町内会で近隣小学校の通学時の見守りをしているが、

知人には挨拶をするが、知らない人には挨拶しない人が多い。

地域皆で挨拶ができるような活動を広げていきたい。 

 

（協議事項） 

１  平成 26年度加古川市立加古川養護学校高等部第１学年の生徒定員について 

（教育指導部次長より説明） 

原案可決 

 

委   員： 県の学級編成基準に則した定員としているが、昨年度から

学級編成基準に変更はあったのか。 

 

事 務 局： 変更はない。 

 

委  員： 県の基準に拘束力はあるか。 

 

事 務 局： 定員により、教員の配置数が決定される。 

 

委  員： 例えば市が定員を 9人、10 人にすることはできるのか。 

 

事 務 局： 可能ではあるが、県が教員を配置する基準が生徒 8 人に 1

学級としているため、市が定員を増やした場合、不足する教

員は市が確保する必要が生じる。 

 

委   員： 子どもの障がいのケースにより、職員数は変わるのか。 

 

事 務 局： 県費職員の数は変わらない。単一障がいであれば生徒８名

につき教職員１名の配置基準となっている。 



 

委    員： 現在の中等部の生徒の状況にもよるが、教職員１名で現場

は対応できるか。 

 

事 務 局： 県費職員は１名だが、市費で介助員を加配している。 

 

委  員： 先生が３名いるのと、先生１名で補助員が２名では状況が

かなり異なると思う。教職員の配置については、将来の課題

としてほしい。 

 

委    員： 現場から教育委員会へ教職員に関する要望はないか。 

 

事 務 局：  ＰＴＡより、市費での介助員の追加配置に関する要望があ

る。 

 

委    員： 現状は理解できるが、本来は PTA が市費介助員の追加配置

を要望するのではなく、市が県に県費教職員の人員増を要望

するべきである。PTA からの要望は、「市から県へ、教員の人

員増を要望してほしい」という要望であるべき。 

 

事 務 局： 人員増については、教育長会や副市長会等において、市か

ら県へ要望しているところである。 

 

委   員： 市町の教育委員連合会からも、いろいろな機会を捉え、県

や国へ要望しているところだが、引き続き要望していく。 

 

 

○ 次期定例教育委員会予定日のこと 

12 月５日（木）午後２時～  に決定 

 

○  教育委員諸報告 

〔神吉委員長より〕 

(1) 全国市町村教育委員会連合会理事会について 

10月24日（木）、25日（金）に沖縄県で開催予定だったが、台風により中

止となった。 

 

(2) 市町村教育委員会研究協議会について 

11月５日（火）、６日（水）に松江市で開催された。 



島根県や東京都荒川区における図書館教育に関する事例報告があった。 

 

○ 教育長諸報告 

 (1) 平成 25 年第５回加古川市議会〔定例会〕日程（案）について 

11 月 29 日から 12 月 10 日にかけて開催される。 

教育委員会関係では専決案件２件、条例案件２件が審議される。 

 

(2) 再任用制度及び再雇用嘱託員制度について 

９月議会において、平成 26 年度より、現在の再雇用嘱託員制度に替わ

る再任用制度の導入が決定された。 

再任用職員については、週４日勤務であるため、公民館長や幼稚園長

については、週５日勤務である再雇用嘱託員制度を継続する。 

 

○ 教育総務部長報告 

(1) 平成 26 年４月からの給食費の改定について 

平成 26 年４月より、学校給食費を小学校で 230 円を 245 円に、中学校

で 250 円を 265 円にそれぞれ 15 円改定する。 

 

委  員： 給食費は市によって異なるようだが、メニューは違うのか。 

 

事 務 局： 市によって異なる。加古川市では材料確保のため、市内を 2

つのブロックに分け提供する日をずらしているが、市内全学

校で同一のメニューを提供している。市によっては学校ごと

でメニューが違うところもある。 

 

委    員： 志方中学校も小学校と同じメニューか。 

 

事 務 局： メニューは同じだが、文科省の基準に沿って、摂取量やカ

ロリー等は中学生向けに調整し、提供している。 

 

(2) 加古川市学校給食調理業務委託プロポーザル選定委員会の設置について 

10月17日に第１回加古川市学校給食調理業務委託プロポーザル選定委

員会を開催した。 

 

委  員： 委員の構成はどのようなものか。 

 

事 務 局： 平成 25 年よりプロポーザルを実施する際のガイドラインが

制定された。構成員は係長以上の者で、企画部１名、総務部



２名、委託校の学校長、学務課１名としている。 

 

以上、２件について報告。 

 

○ 教育指導部長報告 

(1) 第４回「社会教育委員会議」の報告について 

10 月 22 日（火）、第４回社会教育委員会議を開催した。 

 

(2) 第１回加古川市民スポーツカーニバルの開催報告について 

市内のスポーツ関連３団体が設立した加古川市スポーツネットワーク

委員会の主催により、第１回加古川市民スポーツカーニバルを 11 月４日

（月）に市立総合体育館・加古川運動公園陸上競技場にて開催した。 

 

(3) 平成 26 年加古川市成人式について 

昨年度より、「同窓会事業」に加え、「社会貢献事業」を実施している。

今年度は「地域の清掃活動」を実施した。 

記念式典は、平成 26 年１月 13 日（月・祝）午前 10 時 30 分から午前

11 時に、市立総合体育館スポーツアリーナにて開催される。 

 

(4) 「第 66 回加古川市小学校連合音楽会」の開催について 

加古川市小学校音楽教育研究部会の主催により、11 月 22 日（金）午前

10 時開場、午前 10 時 15 分開演、加古川ウェルネスパークのアラベスク

ホールにて開催する。 

 

(5) 兵庫県青少年補導委員連合会会長感謝等受賞者について 

少年補導委員として永年勤続された委員が、10 月 29 日（火）に会長及

び県知事から表彰されました。 

 

(6) 「若い夢フェスティバル FORZA2013」の開催について 

加古川市青少年団体協議会の主催により、11 月 24 日（日）午前 10 時

から午後 3 時まで、加古川市役所前広場、鹿児の庭及び青少年女性セン

ターにて、子どもや若者同士、他世代間の交流を図る総合的なイベント

を開催する。 

 

 

○  閉  会      午後３時 15 分 


